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書評
末尾至行著
『水力開発＝利用の歴史地理』
小 杉 毅
I 
石油危機を背景に石炭，石油，原子力などエネルギー問題に関する著作がはんらんする
なかで，古来もっとも重要かつ安定したエネルギー源であった水車動力についての研究が
いくつか発表されて注目されている。そのうちの代表的著作が末尾至行氏（関西大学・文
学部）の「水力開発ー利用の歴史地理」（大明堂）である。同書は， わが国資本主義成立
期における流水エネルギーの開発と利用について，現地調査をもとに極めて実証的な研究
を試みた，この種の著作のなかでは出色の労作である。著者自身が「あとがき」で述べて
いるように，水カエネルギーに対する著者の興味と関心はすでに学生の頃（卒業論文）に
芽生えており，以来多くの著作をものされるなかで常に水カエネルギーとくに水車動力を
メイン・テーマとして追い続けられ，学位も「水力開発ー利用に関する歴史地理学研究」
という論題で取得されている。この学位論文に新たな研究成果を加え集大成したものが本
書であり，いわば著者のライフ・ワークともいえる労作とみてよい。以下，本書の概要を
紹介し若干のコメントを述べてみたい。
I 
本書は5部23章で構成され，各部のテーマは次の通りである。第1部『共武政表」水車
統計を通じてみた水力開発ー利用の状況，第2部「大和国水車調」を通じてみた水力開発
ー利用の状況，第3部明治初期紡績と水力的基礎，第4部動力革命下における水車動力，
第5部水力発電事業の勃興にともなう水力開発ー利用の新局面。
まず第1部では，わが国でもっとも古い近代統計の一つに数えられる「共武政表」をも
とに，明治初年の水車分布の大要を国別地方別に把握し，次いで集落別の水車保有の実態
を地図と統計表を駆使して明らかにする。そして， これらのなかから六甲山麓， 甲州街
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道，甲府松島，白河，山形，信州上田，小諸，桐生等の著名な＜水車集落＞を取上げ，水
車の立地起源と所有，水車と産業立地との関係など，水車の果した諸機能を刻明に跡づけ
たあと，「共武政表』に現われた水車についてその資料的意味を検討・評価するいっぼう，
水車利用が単なる穀物加工から産業革命期の特産工業へ変転する過程を詳察している。
第2部は，「共武政表」よりも詳細かつ正確で， ィングランドの DomesdayBookに
も匹敵する水車統計『水車調」．（明治13年）を評定したあと， これに基づいて， 全国的に
は決して際立った水車分布を示しては・いないが，畿内の奈良，三輪，御所，宇智• 吉野の
4郡役所が管轄する大和国の郡別町村別水車分布と地区別特徴を省察し，次いで水車によ
る水力開発とその利用の歴史的過程を跡づけるとともに，開発ー利用水力量（利用強度）
が開発落差， 包蔵落差等を指標にして水系別に比較検討される。そして，「水車調」水車
の機能を用途別に吟味したあと，水車を自給的・非商業的な「ムラ」の水車と商業的・事
業的機能をもつ「マチ」の水車に類別して，主要分布集落の事例研究を行い，分布の特徴
を指摘する。次いで畿内でもっとも調密な水車分布を示す大和高原の水車分布について図
表とグラフを駆使して詳細な検討がなされている。
第 3部は，わが国産業革命の端緒をなす幕末•明治初期の近代紡績業の水力的基礎が，
鹿島紡績所（滝野川紡績所），官立広島紡績所，遠州二俣紡績会社， 三重紡績所を事例研
究として歴史地理学的・考古地理学的 (169頁）に論考される。まず鹿島紡績所について
は，始祖三紡績所のなかで鹿児島紡績所および堺紡績所の両者が蒸気機関を動力的基礎に
したのに対して，この紡績所が技術革新の趨勢に逆行して竪型重力水車とみられるイギリ
ス製鋼鉄水車を動力源として導入した経緯とその後の盛衰が実証的に述べられ，続いて明
治政府による綿業立地政策と水力問題が検討されている。官立広島紡績所については，水
車動力の取得地をめぐる工場用地選定の転末や，立地点の夏季水力の過大評価，水力依存
の是非等をめぐる諸問題が論考され，次いで「十基紡」のうちの二企業，遠州二俣紡績会
社と三重紡績所の水力的基礎が，前者では天竜川水系の二俣村に立地選定した経過の分析
と現地調査による工場跡地の復元的検証を通じて，また後者についても二転三転した侯補
地探索の経緯と川嶋村の三滝川水系に場所を求めた立地上の当否の検討を通じて，詳細に
考察されるいっぼう，動力革命下における水車動力の歴史的限界を指摘している。
第4部は，明治中期から大正期を通じて，蒸気機関や，ガス発動機，電動機などが主役
として登場する動力革命下で，工業動力構成に占める水車動力の比重が後退する過程と依
然として零細工場や穀物加工部門で水車が評価され存続する状況が，「農商務統計表』，
「工場統計総表」，「徴発物件一覧表」などの統計書をはじめ，多くの原資料に基づいて考
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察される。前半では，主に「農商務統計表」をもとに明治中期の水車工場の業種別・地域
別分布が蒸気力工場および蒸水併用工場との比較において考察されたのち，同末期の水車
動力の利用状況が製糸，綿紡，織物，製陶，精穀・製粉など当時の主要工業について業種
別に検討される。後半では，動力利用の点で対照的な東京府（近代的動力機指向型）と京
都府（水力固執型）における両タイプの事例研究が行われ，さらに陸軍省資料「徴発物件・
一覧表』をもとに明治中期の水車動力の地域別消長が論考されている。
第5部は，水力開発ー利用の新たな局面である水力発電事業の勃興，・動力の水車から水
力発電への転換過程，および水取得をめぐる両者の競合関係を考察の対象としている。ま
ず前半では，水力発電事業と工業化の発展過程が詳細な図表を作成して論考されたあと，
工業電化における水力の役割が火力との比較において考察され，水車段階から水力発電段
階への推展過程がいくつかの電力会社と地域を取り上げて分析されている。そして後半で・
は，・明治末期における古来の伝統的水車業と新たに勃興した水力発電事業との水争いが，
「洛』ヒ水力電気株式会社」の発電事業をめぐる二つの系争を取り上げて紹介され，古来の
農業部門内部における紛争とは異質の新たな事件として詳述されている。以上が本書5部
23章の概要である。
皿
すでに明らかなように，本書は資本主義成立期の水車動力を体系的に論考した意欲的か
つ精緻な著作である。本書には一言では表現しえない優れた論文が収録されており，テー•
マを幕末・明治期の水車動力に限定した研究としては他に例をみない労作である。とくに
注目すべき点は，これまでほとんど未利用のまま放置されていた「共武政表」および「徴
発物件一覧表」や，各地方自治体に所蔵される「大和国水車調」など多くの未利用文献を
発掘・整理し，これらを縦横に駆使して，資本主義成立期に水車動力が地域産業の発展に．
果した役割を解明していることである。また，各部を通じて，とくに幕末から明治初期tこ
かけて移植された洋式の近代綿紡績所の水力的基礎の検討に当っては，原資料の収集はい
うにおよばず，現場を著者自身の目で確認するために幾度となく現地調査を行い，その成
果をいろいろな形で収録していることである。いま筆者は，本書を手にして，著者が『関
西大学通信一ー旅特集ーー』（第40号）に寄せた「情緒あった研究旅行ー一水車の“原流”
を求めて一ー」という一文を思い起している。このなかで著者は現地調査のことに触れ
て， 「……しかも専門が自然地理ではなくて人文地理であるため； 野山を歩き回って事が
すむというわけにはいかない。 目的地で初対面の人に出合って， 資料のありかを尋ねた
111 
560 闊西大學「親清論集」第30巻第4・5・6合併号
り，物事を聴きとったりしなければならないから，列車やバスにゆられて目的地に近づく
につれ，次第に億劫になり，気重になっていくのが常である」と述べている。本書が，恐
らくは，このような現地調査を幾度も繰返して編まれた成果であることは疑う余地がない
であろう。さらに，河野通博氏が本書新刊紹介（『関西大学通信』第101号）のなかで指摘
しておられるように，水車動力から水力発電への移行に関する創造的見解や，水車動力の
消長，盛衰に関する東京・京都両府を対照しての事例研究は，動力問題の側面から日本の
産業革命の展開過程に一つのスボットライトを当てたものとして高く評価することができ
る。
しかし本書に注文がないわけではない。第1に，論考の対象が水車動力と軽工業との関
係に偏重し，重工業（金属・機械）や化学工業との関係については，若干の指摘をのぞく
と，具体的考察がなされていない点である。当時の工業構成においては繊維，食品など軽
工業の占める比重が高く，しかも重化学工業の主要近代工場においては，動力源として蒸
気機関の採用度が著しく高かったことは事実である。しかし，関口大砲製作所（東京砲兵
工廠の前身）や佐賀藩集成館，工部省札幌水車製作所などでは水車が動力源として利用さ
れているほか，民間工場を含めると，著者も指摘しているように，重化学工業部門での水
車動力の利用は衰退傾向にあるとはいえ，まだかなり広範に行われていたことも事実であ
る。この分野の一層詳細な研究は，水車動力の衰退と汽カ・電動力の隆替過程を浮きぽり
にしてくれるばかりでなく，欧米諸国と比較するうえでも大いに役立つことと思われる。
第2に，水車動力の利用と経営形態との関係についての論考がみられないことである。
水力の開発＝利用の考察も経営形態との関係を抜きにしては考えられないのではなかろう
か。もっとも著者は随所で水車が小規模・零細工場と密接な関係をもっていたことを指摘
しているが，それがマニュファクチュアを指すのか，あるいは独立の，ないしは問屋支配
下の家内工業者であるのか，必ずしも正面から分析のメスを入れていない。業種や地域に，
よっても異なるであろうが，この点は経済史的分析のみならず歴史地理的分析の視点から
も重要な課題と思われる。
第3に，水利用をめぐる農工間の競合関係について詳細な論考がみられないことであ
る。水の工業的利用が水車動力の段階では，両者の補完関係のみが強くて，水争いや悶着
の発生する余地がなかったと考えてよいのであろうか。逆にもし問題が存在ずるならば，
この点も水車（業）と水力発電事業との間における水争い問題と同様に重要な研究課題で
あろう。このほか，水車の地理的分布が西日本に偏在するとはいえ， 日本の水力開発ー利
用の全貌を明らかにするには，東日本における水車動力についても今少し詳細な事例研究
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があって然るべきではないかと思われる。
ともあれ，本書は読者に多くの示唆と感動をあたえ，稗益するところ大きな労作である
ことは確かである。専門の研究者はもちろん，エネルギー問題に関心を持つ学徒に是非一
読することをおすすめしたい。
（大明堂，昭和55年3月刊， A5判， 473ペー ジ， 5,000円）
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